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感
慨
無
量
の
一
瞬
だ
っ
た
、
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
国
際
連
合
経
済
社
会
理

事
会
総
合
協
議
資
格
を
認
め
る
」

と
議
長
が
宣
言
し
た
。
今
年
一
月

二
十
日
午
後
四
時
三
十
分
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
固
遅
本
部
で
あ
っ
た

同
理
事
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

委
員
会
の
席
上
。
一
九
七
一
年
に

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
源
流
で
あ
る
第
一
次

岡
山
人
医
学
部
ク
ワ
イ
河
医
学
踏

査
隊
を
派
遣
し
て
か
ら
三
十
五
年

間
の
歴
史
が
、
走
馬
灯
の
よ
う
に

頭
の
中
を
駆
け
抜
け
た
。

　
総
合
協
議
資
格
は
、
国
連
が
市
。

民
社
会
の
意
見
を
聴
く
時
に
、
政

策
提
言
（
新
た
な
検
討
事
項
を
提

案
す
る
）
が
で
き
る
団
体
と
し
て

与
え
る
資
格
で
あ
る
。
赤
十
字
国

際
委
員
会
、
国
境
な
き
医
師
団
な
’

ど
百
三
十
六
団
体
が
認
定
さ
れ
て

い
る
。
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
・
’

南
米
な
ど
に
二
十
九
力
国
の
支
部
。

が
あ
る
多
国
籍
Ｎ
Ｇ
ｏ
の
Ａ
Ｍ
ｎ
．
八

Ａ
は
百
三
十
七
番
目
、
日
本
で
は
・

四
番
目
の
認
定
団
体
で
あ
る
。
。

三
十
五
年
間
、

唱
し
て
き
た
の
は

理
念
と
し
て
提
．
・
．

「
多
様
性
の
共

存
」
。
簡
潔
に
言
え
ば
、
「
違
い

　
す
が
な
み
・
し
げ
る
　
土
９
４
６
年

福
山
市
神
辺
町
生
ま
れ
。
7
7
年
岡
山
犬

大
学
院
医
学
研
究
科
修
了
、
8
1
年
内
科

医
院
開
業
。
8
4
年
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
。
9
1

年
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

設
立
。
２
０
０
３
年
古
川
英
治
文
化
賞

受
賞
。
著
書
に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
提
言
。

　
「
医
療
和
平
」
な
ど
。
岡
山
市
。

は
財
産
」
で
あ
る
。
物
の
見
方
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

や
考
え
方
が
異
な
る
人
た
ち
が
り
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
ア
ジ

ど
う
す
れ
ば
一
緒
に
や
っ
て
い
け
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
何
を
考
え
て
い

る
の
か
、
そ
の
方
法
を
求
め
続
け
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ

¬ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

た
。
　
二
〇
〇
四
年
九
月
。
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
に
あ
る
国
連
高
等
難
民
弁
務
官

事
務
所
本
部
で
支
援
国
会
議
の
前

に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
が
開
催
さ
れ
、
日

本
の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。
担

当
者
か
ら
前
日
に
な
っ
て
要
請
さ

れ
た
。
「
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
所
と
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
は
良

を
発
表
し
て
ほ
し
い
」
と
。
端

的
に
言
え
ば
、
「
ア
ジ
ア
の
人
た

ち
は
な
ぜ
に
人
を
助
け
る
か
」
で

あ
る
。

　
○
　
Ｏ
　
Ｏ

　
意
外
な
要
請
だ
っ
た
。
日
本
は

同
事
務
所
を
は
じ
め
と
す
る
国

連
機
関
に
多
額
の
資
金
を
拠
出
し

Ｓ
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す
が
な
み

・

し
げ
る
　
土
９
４
６
年
一
　
て
い
る
の

に
。
こ
れ
は
大
問
題
シ
ッ
プ
に
な
る
の
は
気
を
つ
け
た

だ
と
思
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念

を
説
明
し
た
。
「
友
の
た
め
で
あ

る
。
友
と
は
幸
せ
も
不
幸
せ
も
共

有
す
る
。
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ

ま
で
あ
る
。
相
互
扶
助
で
あ
る
。

苦
労
を
共
に
す
る
人
間
関
係
は
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
助
け

合
っ
て
い
る
過
程
で
尊
敬
と
信
頼

の
人
間
関
係
が
生
じ
る
。
こ
の
新

し
い
人
間
関
係
が
ア
ジ
ア
の
多

民
族
、
多
宗
教
、
多
文
化
な
ど
の

ほ
う
が
い
い
。
も
し
、
あ
な
た
が

途
中
で
逃
げ
た
ら
、
私
は
あ
な
た

を
軽
蔑
す
る
。
そ
し
て
友
と
し
て

の
関
係
も
消
失
す
る
か
ら
」
と
。

会
議
終
了
後
に
、
担
当
官
が
私
に

言
っ
た
。
「
あ
り
が
と
う
。
こ
ん

な
本
音
の
会
議
は
初
め
て
だ
っ

Ｏ
と
比
較
す
れ
ば
信
じ
ら
れ
な
い

く
ら
い
に
少
額
で
あ
る
。
で
は
な

ぜ
認
め
ら
れ
た
の
か
。
ロ
ー
カ
ル

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
お
か
げ
で
あ

る
。
人
脈
は
最
良
の
財
産
で
あ
る
。

情
報
、
知
恵
、
判
断
、
時
に
は
資

金
も
入
っ
て
く
る
。
自
己
責
任
と

は
危
機
管
理
で
あ
る
。
危
機
管
理

た
。
来
年
も
来
て
く
だ
さ
い
」
と
。
な
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
目
滅
す

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
と
っ
て
は
「
平
和
る
。
幸
運
は
す
べ
て
人
が
も
た
ら

実
現
へ
の
ハ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
ブ
」
　
し
て
く
れ
る
。

と
と
も
に
大
切
な
コ
ン
セ
プ
ト
が

多
様
性
の
共
存
」
を
追
求
乙

多
様
性
を
乗
り
越
え
て
共
存
を
可
　
「
口
Ｉ
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
フ
」
で

能
に
す
る
。
だ
か
ら
ア
ジ
ア
の
人
あ
る
。
そ
の
定
義
は
「
現
場
の
問

　
○
　
○
　
○

　
国
際
社
会
で
は
「
平
和
実
現
の

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
は
常
に
欧
米
を

中
心
と
す
る
先
進
国
に
よ
っ
て
提

唱
さ
れ
て
き
た
。
「
人
道
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
。
発
展
途
上

口Ｈ｜｜ＩＩ』¶Ｈｎ：；：１口口１ｌｌｌｌｌ

た
ち
は
助
け
合
う
の
だ
」
と
説
開
題
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
人
が
国
か
ら
の
ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
番
良
い
答
え
を
持
っ
て
い
る
」
　
フ
は
封
印
さ
れ
て
き
た
。
「
相
互

　
会
場
に
は
ス
ー
ダ
ン
、
イ
ラ
ク
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
平
和
を
阻
扶
助
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
Ｉ

な
ど
紛
争
を
抱
え
て
い
る
国
々
の
害
す
る
戦
争
・
災
害
・
貧
困
対
策
ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
政
策

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
多
数
い
た
。
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
提
言
こ
そ
二
十
一
世
紀
の
課
題
で

の
質
問
が
あ
っ
た
。
「
友
は
ど
う
る
が
、
支
部
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
あ
る
「
多
様
性
の
共
存
」
に
不
可

し
た
ら
得
ら
れ
る
の
か
。
パ
ー
ー
ト
尊
重
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
欠
で
あ
る
と
信
じ
る
。
有
一
呂
実
行

ナ
ー
シ
ッ
プ
は
」
と
。
私
は
答
え
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
年
間
予
算
は
四
Ｉ
の
国
際
社
会
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
与
え

た
。
「
今
で
も
私
と
あ
な
た
は
友
五
億
円
で
あ
る
。
総
合
協
議
資
格
ら
れ
た
総
合
協
議
資
格
が
お
役
に

に
な
れ
る
。
で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
認
定
さ
れ
て
い
る
世
界
の
Ｎ
Ｇ
立
て
ば
本
望
で
あ
る
。
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